（様式例）
企画提案書

	団体等の名称
	

	代表者氏名
	

	所　在　地
	



１　業務実施方針
相談や支援などの業務を実施していく上での方針、基本的考えを、男性や性的少数者のⅮＶ被害者を取り巻く現状と課題を踏まえて、具体的に記載してください。

２　業務実施内容
下記の各項目について、具体的にどのように実施していくのかを記載してください。各項目の実施体制欄には、相談員等の配置体制・人数、実施場所、業務責任者の配置状況、連絡体制等を記載してください。

（１）男性等ＤＶ被害者電話相談業務
	項目
	内　容

	相談日・時間
	

	
	（設定理由）

	実施体制
	



（２）　男性等ⅮＶ被害者面談相談業務
	項目
	内　容

	実施場所・方法
（想定している相談対応の場所、具体的対応方法等）
	（１）面談相談


（２）出張相談


（３）オンライン相談



	実施体制
	（１）面談相談


（２）出張相談


（３）オンライン相談




※　男性等ⅮＶ被害者とは、「令和８年度福岡県男性等ＤＶ相談業務委託 仕様書」に記載している男性及び性的少数者のＤＶ被害者のことです。（以下、同じ）

（３）　男性等ⅮＶ被害者同行支援業務
	項目
	内　容

	実施方法
（想定している対応の内容等）
	

	実施体制
	



（４）　男性等ⅮＶ被害者の安全確保に係る連絡・調整業務
	項目
	内　容

	実施方法
（想定している状況、対応の内容等）
	

	実施体制
	



３　連携が期待できる関係団体等（団体の概要や連携の内容）

４　事業実施体制・運営管理方法（業務責任者及びスタッフの業務分担、人員の確保等）

５　スタッフの資質向上に関する取組

６　個人情報保護、人権・権利擁護、法令順守に関する取組

７　業務実施に関するノウハウ、実績等

８　特記事項（団体の強み、特徴、本業務に関する追加の提案等について記載）
